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説

は
じ
め
に

論

債
権
者
が
そ
の
金
銭
債
権
を
債
務
者
等
の
不
動
産
に
よ
っ
て
担
保
す
る
手
段
と
し
て
は
、
民
法
に
規
定
の
あ
る
抵
当
権
が
あ
る
が
、
周
知

の
よ
う
に
、
そ
の
他
に
、
債
務
者
あ
る
い
は
第
三
者
(
以
下
で
は
、
便
宜
上
も
っ
ぱ
ら
債
務
者
の
場
合
を
考
え
る
)
の
不
動
産
に
つ
い
て
、

代
物
弁
済
の
予
約
あ
る
い
は
停
止
条
件
付
代
物
弁
済
契
約
を
す
る
と
と
も
に
、
債
権
者
の
権
利
に
つ
い
て
不
動
産
上
に
仮
登
記
を
得
て
お
き
、

債
務
の
不
履
行
の
さ
い
に
は
、
不
動
産
の
所
有
権
を
債
権
者
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
債
権
の
満
足
を
は
か
る
、
い
わ
ゆ
る
仮
登
記
担

保
と
い
う
手
段
が
存
在
す
る
。
仮
登
記
担
保
契
約
に
関
す
る
法
律
(
以
下
で
は
、
仮
登
記
担
保
法
、
あ
る
い
は
、
法
と
い
う
)
は
、
こ
の
仮

登
記
担
保
を
合
理
的
に
規
制
す
べ
く
立
法
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
仮
登
記
担
保
法
二
条
、
お
よ
び
、
五
条
一
項
、
二
項
に
規

定
さ
れ
て
い
る
通
知
の
意
義
と
効
力
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

仮
登
記
担
保
法
二
条
の
通
知

ω
通
知
の
意
義

法
二
条
一
一
頃
は
、
仮
登
記
担
保
契
約
が
土
地
ま
た
は
建
物
の
所
有
権
の
移
転
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
予
約
完
結
す
る
意

思
を
表
示
し
た
日
、
停
止
条
件
が
成
就
し
た
日
そ
の
他
の
そ
の
契
約
に
お
い
て
所
有
権
を
移
転
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
日
以
後
に
、
債
権

者
(
以
下
で
は
、
仮
登
記
担
保
権
者
と
も
い
う
)
が
、
法
三
条
に
規
定
す
る
精
算
金
の
見
積
額
を
債
務
者
に
通
知
し
、
か
っ
、
そ
の
通
知
が

債
権
者
に
到
達
し
た
日
か
ら
二
月
を
経
過
し
な
け
れ
ば
(
精
算
期
間
)
、
そ
の
所
有
権
の
移
転
の
効
力
が
生
じ
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

債
権
者
に
よ
る
債
務
者
へ
の
通
知
(
以
下
で
は
、
法
二
条
一
項
の
通
知
と
い
う
)
は
、
仮
登
記
担
保
の
目
的
物
で
あ
る
土
地
ま
た
は
建
物
の

所
有
権
を
移
転
さ
せ
る
の
に
必
要
な
要
件
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
精
算
期
間
が
経
過
し
た
と
き
に
、
目
的
物
の
所
有
権
が
債
権
者
に
移
転
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仮登記担保法における通知の意義

す
る
こ
と
と
な
る
(
担
保
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
こ
の
通
知
は
、
仮
登
記
担
保
権
の
私
的
実
行
手
続
の
着
手
と
い
う
こ
と
に
な
る
)
。

法
の
こ
の
規
定
は
、
民
法
の
本
来
の
原
則
か
ら
い
え
ば
、
契
約
の
効
力
と
し
て
、
債
権
者
が
予
約
を
完
結
す
る
意
思
を
表
示
し
、
そ
れ
が
、

債
務
者
に
到
達
し
た
日
、
あ
る
い
は
、
停
止
条
件
が
成
就
し
た
日
等
に
債
務
者
か
ら
債
権
者
に
仮
登
記
担
保
の
目
的
で
あ
る
土
地
ま
た
は
建

物
の
所
有
権
が
移
転
す
る
は
ず
で
あ
る
の
を
、
債
務
者
保
護
の
見
地
か
ら
精
算
期
間
の
経
過
ま
で
は
そ
れ
を
制
限
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

規
定
に
よ
り
、
債
務
者
は
、
精
算
期
間
の
経
過
ま
で
に
仮
登
記
担
保
に
か
か
わ
る
債
務
を
債
権
者
に
弁
済
す
れ
ば
、
仮
登
記
担
保
の
目
的
で

あ
る
土
地
ま
た
は
建
物
の
所
有
権
を
失
わ
な
い
こ
と
に
な
る
。
精
算
期
間
の
存
在
は
、
後
順
位
の
担
保
権
者
と
の
関
係
で
も
重
要
な
意
義
を

も
つ
が
、
そ
れ
は
、
=
一
で
検
討
す
る
。

ま
た
、
仮
登
記
担
保
権
者
は
目
的
物
の
所
有
権
を
得
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
法
三
条
一
項
に
よ
り
、
剰
余
部
分
が
あ
れ
ば
、
債
務
者
に
精

算
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
法
八
条
一
項
は
、
禁
反
言
的
な
考
慮
か
ら
、
仮
登
記
担
保
権
者
は
、
精
算
金
の
額
が
債
務
者
に
通

知
し
た
精
算
金
の
見
積
額
に
満
た
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
い
る
(
逆
に
、
債
務
者
の
方
で
、
精
算
金
の
額
が
債
務

者
に
通
知
さ
れ
た
精
算
金
の
見
積
額
を
越
え
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
)
。

通
知
す
べ
き
事
項
は
、
法
二
条
一
、
二
項
が
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
債
権
者
は
、
精
算
期
聞
が
経
過
す
る
時
の
担
保
目
的
物

の
見
積
価
額
と
、
そ
の
と
き
の
債
権
額
お
よ
び
債
務
者
が
負
担
す
べ
き
費
用
で
債
権
者
が
代
わ
っ
て
負
担
し
た
も
の
の
額
を
明
ら
か
に
し
た

上
で
、
前
者
が
後
者
を
越
え
る
と
き
は
、
そ
の
越
え
る
額
(
精
算
金
の
見
積
額
)
を
、
前
者
が
後
者
を
越
え
な
い
と
き
は
精
算
金
が
な
い
旨

を
債
務
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω
通
知
が
な
い
場
合
の
効
果

通
知
が
な
さ
れ
な
い
場
合
は
、
精
算
期
聞
が
経
過
し
な
い
の
で
、
目
的
物
の
所
有
権
は
仮
登
記
担
保
権
者
に
移
転
し
な
い
。
ま
た
、
通
知

は
そ
の
契
約
に
お
い
て
所
有
権
を
移
転
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
日
以
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
よ
り
前
に
な
さ
れ
た
通
知
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説

は
何
ら
の
効
果
も
生
じ
さ
せ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
場
合
に
は
、
通
知
が
で
き
る
日
が
到
来
し
て
か
ら
、
改
め
て
、
こ
の
通
知
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
川
「
も
っ
と
も
、
債
務
者
が
精
算
金
を
異
議
な
く
受
け
取
り
、
所
有
権
移
転
の
本
登
記
が
な
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
な
ど
は
、
法

的
安
定
の
見
地
な
ど
か
ら
別
異
に
解
す
る
余
地
が
あ
ろ
う
。

論

(
1
)
仮
登
記
担
保
法
は
積
極
的
に
目
的
物
の
所
有
権
の
移
転
の
時
期
を
定
め
て
い
な
い
が
、
立
法
担
当
者
は
、
精
算
金
の
支
払
い
時
期
を
定
め
る
法

三
条
一
項
、
債
権
の
一
部
消
滅
に
関
す
る
法
九
条
、
受
戻
権
に
関
す
る
法
一
一
条
の
各
規
定
に
照
ら
し
て
、
本
文
の
よ
う
に
解
す
る
の
が
、
も
っ

と
も
合
理
的
で
あ
る
と
す
る
(
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
編
『
仮
登
記
担
保
法
と
実
務
』
(
金
融
財
政
事
情
研
究
会
・
昭
和
五
四
年
)
一
二
頁
以
下
、

同
旨
、
高
木
多
喜
男
『
注
釈
民
法
問
〔
増
補
再
訂
版
〕
』
(
有
斐
閣
・
昭
和
五
七
)
五
二
五
頁
)
。
な
お
、
鈴
木
禄
弥
「
仮
登
記
担
保
法
雑
考

ω」
『
金

融
法
務
事
情
』
八
七
二
号
(
昭
和
五
三
年
)
一
一
頁
以
下
参
照
。

(
2
)
精
算
金
が
あ
る
場
合
に
は
、
債
務
者
等
は
そ
の
支
払
い
を
受
け
る
ま
で
は
、

建
物
の
所
有
権
を
受
戻
す
こ
と
が
で
き
る
(
法
一
一
条
)
。

(
3
)
参
事
官
室
編
・
前
掲
書
一
九
頁

一
定
の
制
限
は
あ
る
が
、
債
務
を
弁
済
す
る
こ
と
に
よ
り
、
土
地
、

仮
登
記
担
保
法
五
条
の
通
知

仮
登
記
担
保
法
五
条
一
項
の
通
知

ω
通
知
の
意
義

法
五
条
一
項
は
、
法
二
条
一
項
の
通
知
が
債
務
者
に
到
達
し
た
と
き
に
、
仮
登
記
担
保
権
者
の
し
た
担
保
仮
登
記
後
に
登
記
が
さ
れ
て
い

る
先
取
特
権
、
質
権
も
し
く
は
抵
当
権
を
有
す
る
者
ま
た
は
後
順
位
の
担
保
仮
登
記
権
利
者
(
以
下
で
は
、
後
順
位
担
保
権
者
と
い
う
)
が

北法38(5-6・II・434)1784 



仮登記担保法における通知の意義

あ
る
と
き
に
は
、
債
権
者
は
、
遅
滞
な
く
、
右
の
通
知
を
し
た
旨
と
そ
の
通
知
の
内
容
、
お
よ
び
、
そ
の
通
知
が
債
務
者
に
到
達
し
た
日
を
、

そ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
通
知
の
意
義
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
最
大
判
昭
和
四
九
年
一

O
月
二
三
日
民
集
二
八
巻
七
号
一
四
七
三
頁
は
、
後
順
位
担
保
権
者
が
精
算
金
に
対
し
て
そ
の

順
位
に
従
っ
て
権
利
行
使
が
で
き
る
と
の
そ
れ
ま
で
の
判
例
を
変
更
し
た
が
、
そ
れ
で
は
後
順
位
担
保
権
者
が
剰
余
担
保
価
値
を
十
分
に
は

把
握
で
き
な
い
と
い
う
不
満
が
生
じ
た
の
で
、
仮
登
記
担
保
法
に
よ
っ
て
、
立
法
的
解
決
が
は
か
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
法
四
条
は
、
仮
登

記
担
保
権
者
に
登
記
の
順
位
で
後
れ
る
抵
当
権
者
等
の
後
順
位
担
保
権
者
が
、
債
務
者
の
受
け
取
る
べ
き
精
算
金
に
対
し
て
差
押
え
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
順
位
に
従
っ
て
権
利
行
使
が
で
き
る
と
し
、
ま
た
、
法
六
条
は
、
一
項
で
、
精
算
期
聞
が
経
過
す
る
ま
で
は
債
務
者

に
譲
渡
そ
の
他
の
処
分
を
禁
じ
、
二
項
で
、
精
算
期
間
が
経
過
す
る
ま
で
は
仮
登
記
担
保
権
者
の
債
務
者
に
対
す
る
精
算
金
の
支
払
い
は
後

順
位
担
保
権
者
に
対
抗
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
後
順
位
担
保
権
者
の
た
め
に
は
、
精
算
金
請
求
権
は
そ
の
払
渡
し
前
に
差
押
え
が
な
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
規
定
が
あ
る
た
め
、
後
順
位
担
保
権
者
は
、
精
算
期
間
内
で
あ
れ
ば
精
算
金
を
確
実
に
差
し
押
え
る
こ
と
が

で
き
る
し
、
ま
た
、
精
算
期
間
内
は
精
算
金
請
求
権
は
そ
の
立
法
趣
町
)
か
ら
、
転
付
命
令
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
後
順
位
債
権
者
の
一

人
が
順
位
に
か
か
わ
ら
ず
抜
け
駆
け
的
に
満
足
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
仮
登
記
担
保
権
者
の
見
積
っ
た
精
算
金
額
に
満
足
す
る
後
順
位
担
保
権
者
は
精
算
期
間
内
に
精
算
金
を
差
し
押
え
れ
ば
よ

い
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
精
算
期
聞
は
、
仮
登
記
担
保
権
者
の
債
務
者
に
対
す
る
法
二
条
一
項
の
通
知
が
債
務
者
に
到
達
し
た
と
き
か
ら
計

算
さ
れ
る
の
で
、
法
五
条
一
項
は
、
債
務
者
へ
の
通
知
の
事
実
を
直
ち
に
後
順
位
担
保
権
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
順
位
担
保
権

者
に
対
し
て
自
ら
の
権
利
行
使
の
機
会
を
実
質
的
に
保
障
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
法
五
条
一
項
の
通
知
の
意
義
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
後
順
位
担
保
権
者
が
、
仮
登
記
担
保
権
者
の
精
算
金
の
見
積
額
が
客
観
的
な
精
算
金
の
額
よ
り
少
な
い
と
考
え
た
場
合
で
も
、

法
八
条
二
項
は
、
そ
れ
を
仮
登
記
担
保
権
者
に
対
し
て
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
の
制
約
の
反
面
、
精
算
金
の
見
積
額
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説

に
不
服
の
あ
る
後
順
位
担
保
権
者
は
、
精
算
金
の
支
払
い
が
あ
る
ま
で
は
、
担
保
権
の
実
行
と
し
て
の
競
売
を
申
し
立
て
る
こ
と
に
よ
り
、

競
売
手
続
で
目
的
物
を
実
際
に
売
っ
て
み
て
、
客
観
的
な
精
算
金
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
(
法
一
五
条
)
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
精
算

期
間
内
の
精
算
金
の
支
払
い
は
後
順
位
担
保
権
者
に
対
抗
で
き
な
い
の
で
、
後
順
位
担
保
権
者
は
、
精
算
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
確
実
に
、
担

保
権
の
実
行
と
し
て
の
競
売
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
後
順
位
担
保
権
者
が
、
精
算
金
の
見
積
額
に
不
服
の
あ
る
場
合
に
は
、

こ
の
権
能
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
が
、
こ
の
権
能
を
実
質
的
に
保
障
す
る
た
め
に
も
、
法
五
条
一
項
の
通
知
の
意
義
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
こ
と
は
、
精
算
金
の
見
積
額
が
零
で
あ
り
、
し
か
も
、
後
順
位
担
保
権
者
が
そ
の
見
積
り
に
不
服
の
と
き
に
は
、
一
層
あ
て
は
ま
る
。

通
知
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
へ
の
法
二
条
一
項
の
通
知
が
債
務
者
に
到
達
し
た
と
き
か
ら
精
算
期
聞
を
計
算
す
る
の
で
、
そ
の
と

論

き
か
ら
遅
滞
な
く
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

(
法
五
条
一
項
)
。

ω
通
知
が
な
い
場
合
の
効
果

法
二
条
二
項
で
い
う
精
算
期
間
は
法
二
条
一
項
の
通
知
が
債
務
者
に
到
達
し
た
と
き
か
ら
二
月
を
経
過
す
れ
ば
満
了
す
る
と
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
法
五
条
一
項
の
通
知
が
な
く
て
も
精
算
期
間
自
体
は
満
了
し
て
し
ま
う
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ

け
で
は
後
順
位
担
保
権
者
の
保
護
が
は
か
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
法
六
条
二
項
後
段
は
、
通
知
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、

精
算
金
が
支
払
わ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
支
払
い
は
、
後
順
位
担
保
権
者
に
対
抗
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
後
順
位
担
保
権
者

は
、
か
り
に
仮
登
記
担
保
権
者
が
精
算
金
を
債
務
者
に
支
払
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
を
無
視
し
て
、
精
算
金
請
求
権
を
差
し
押
え
、
こ
れ
に
対

し
て
権
利
行
使
が
で
き
る
。
し
か
し
、
後
順
位
担
保
権
者
が
精
算
金
の
見
積
額
に
不
服
が
あ
る
場
合
を
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
場
合
は
、
先

に
述
べ
た
よ
う
に
、
後
順
位
担
保
権
者
は
見
積
額
自
体
を
争
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
競
売
の
申
立
て
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

し
か
し
、
法
一
五
条
二
項
は
、
目
的
物
に
つ
い
て
強
制
競
売
等
の
開
始
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
決
定
が
精
算
金
の
支
払
い
後

(
精
算
金
が
な
い
と
き
は
、
精
算
期
間
の
経
過
後
)
に
な
さ
れ
た
申
立
て
に
も
と
づ
く
と
き
に
は
、
仮
登
記
担
保
権
者
は
目
的
物
の
所
有
権
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の
取
得
を
差
押
債
権
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
後
順
位
担
保
権
者
に
通
知
が
な
い
ま
ま
に
精
算
期
間
が
経
過

し
、
仮
登
記
担
保
権
者
が
精
算
金
を
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
(
精
算
金
が
な
い
と
き
は
、
精
算
期
間
が
経
過
し
た
場
合
)
で
も
、
後
順
位

担
保
権
者
は
、
仮
登
記
担
保
権
者
の
目
的
物
に
対
す
る
所
有
権
を
認
め
ざ
る
を
え
な
く
な
り
そ
う
で
あ
る
。

的
こ
の
問
題
を
取
り
扱
っ
た
判
例
と
し
て
、
最
二
小
判
昭
和
六
一
年
四
月
一
一
日
民
集
四

O
巻
三
号
五
八
四
頁
が
あ
る
。
事
実

判
例

お
よ
び
判
旨
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

X
と
れ
と
の
聞
で
、

vu
が
X
に
対
し
て
負
担
す
る
金
銭
債
務
を
担
保
す
る
た
め
に
、
将
来
、

vu
に
債
務
不
履
行
が
あ
る
と
き
に
は
、
弁
済
に
代
え
て

X

に
建
物
A
の
所
有
権
を
移
転
す
る
旨
の
代
物
弁
済
の
予
約
が
な
さ
れ
(
昭
和
五
二
年
九
月
一

O
日
)
、
こ
の
合
意
に
も
と
づ
い
て
、
所
有
権
移
転
請
求
権

保
全
仮
登
記
が
な
さ
れ
た
(
同
年
一

O
月
一
七
日
)
。
そ
の
後
、
建
物
B
に
つ
い
て
同
内
容
の
契
約
が
な
さ
れ
(
同
年
一
一
月
一
八
日
)
、
仮
登
記
も
な
さ

れ
た
(
周
年
一
一
月
二
五
日
)
。
こ
れ
ら
の
契
約
で
は
、

V
H
に
対
し
、
和
議
の
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、

X
か
ら
の
通
知
、
催
告
が
な
く
て
も
巴
は
当

然
に
V
H
の
X
に
対
す
る
債
務
に
つ
い
て
期
限
の
利
益
を
失
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
契
約
で
は
、
被
担
保
債
権
は
、
金
銭
貸
借
取
引
に

よ
る
現
在
お
よ
び
将
来
の
一
切
の
債
権
、
手
形
上
お
よ
び
小
切
手
上
の
現
在
お
よ
び
将
来
の
一
切
の
債
権
等
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、

X
は
い
わ
ゆ
る
根
仮

仮登記担保法における通知の意義

登
記
担
保
を
取
得
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
V
H
は
も
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
建
物
に
つ
い
て
根
抵
当
権
を
設
定
し
、
そ
の
旨
の
登
記
が
な
さ
れ

た
(
昭
和
五
六
年
七
日
七
日

)
O
Lが
、
昭
和
五
七
年
二
月
二
六
日
和
議
を
申
し
立
て
ら
れ
た
の
で
、

X
は
V
M
に
対
し
、
同
年
三
月
一
七
日
到
達
の
書
面

で
、
代
物
弁
済
予
約
完
結
の
意
思
表
示
を
す
る
と
と
も
に
、
二
カ
月
後
に
お
け
る
目
的
建
物
の
見
積
額
が
六
、
四
五

O
万
円
、
被
担
保
債
権
額
の
合
計
が

九
、
四
一
八
万
四
、

一
O
O円
ほ
か
利
息
お
よ
び
遅
延
損
害
金
で
あ
り
、
精
算
金
が
な
い
旨
の
通
知
を
し
た
。

X
は、

L
V
Hを
訴
え
、

L
に
対
し
て
は
、
仮
登
記
に
も
と
づ
く
本
登
記
と
し
て
、
代
物
弁
済
を
原
因
と
す
る
所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
求
め
、

L
に
対

し
て
は
、
そ
の
本
登
記
の
承
諾
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
も
は
争
わ
な
か
っ
た
が
、
V
H
は
、
仮
登
記
担
保
権
実
行
に
つ
き
法
五
条
一
項
の
通
知
が
な
か
っ

た
と
し
て

X
の
請
求
を
争
う
一
方
で
、
大
阪
地
方
裁
判
所
に
対
し
て
、
右
の
建
物
に
つ
き
抵
当
権
の
実
行
と
し
て
の
競
売
の
申
立
て
を
し
、
競
売
開
始
決
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説

定
を
得
た
(
昭
和
五
七
年
一

O
月
一
三
日
)
。

一
審
は
、

X
の
巴
に
対
す
る
請
求
を
認
容
し
た
が
、

V
H
に
対
す
る
請
求
は
棄
却
し
た
。
判
決
は
、
そ
の
理
由
を
、
「
:
・
:
:
:
仮
登
記
担
保
法
の
機
能
す

論

る
場
面
に
お
い
て
は
、
後
順
位
担
保
権
者
は
、
仮
登
記
担
保
権
者
が
債
務
者
に
通
知
し
た
精
算
金
の
見
積
額
を
低
額
と
し
て
争
う
こ
と
が
で
き
ず
(
同
法

八
条
二
項
て
そ
の
代
り
に
競
売
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
(
同
法
一
二
条
)
、
そ
れ
に
よ
っ
て
仮
登
記
に
基
づ
く
本
登
記
の
請
求
を
阻
止
す
る
途
が
残
さ

れ
て
い
る
(
同
法
一
五
条
一
項
)
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
競
売
請
求
の
選
択
に
よ
っ
て
後
順
位
担
保
権
者
と
仮
登
記
担
保
権
者
の
利
害
の
調
節
が
図

(
マ
マ
)

ら
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
仮
登
記
担
保
権
者
が
後
順
位
担
保
権
者
に
仮
登
記
担
保
法
四
条
一
項
の
通
知
を
怠
る
こ
と
は
、
後
順
位

担
保
権
者
の
こ
の
利
益
を
不
当
に
奪
う
結
果
に
な
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
損
害
賠
償
請
求
に
よ
っ
て
救
済
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
の

理
由
は
、
仮
登
記
担
保
権
者
が
不
当
に
低
額
に
精
算
金
を
見
積
っ
た
と
き
に
、
後
順
位
担
保
権
者
は
競
売
請
求
に
よ
っ
て
簡
便
に
公
的
機
関
の
判
断
に
よ

る
適
正
な
評
価
が
得
ら
れ
る
の
に
対
し
、
損
害
賠
償
請
求
の
場
合
に
は
、
後
順
位
担
保
権
者
が
損
害
発
生
に
つ
き
立
証
責
任
を
負
う
と
い
う
不
利
益
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
も
し
、
仮
登
記
担
保
法
五
条
一
項
に
違
反
し
て
も
本
登
記
請
求
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
と
す
る
と
、
競
売
請
求
を

回
避
し
よ
う
と
す
る
仮
登
記
担
保
権
者
は
、
す
べ
て
同
法
五
条
一
項
の
通
知
を
意
識
的
に
無
視
す
る
こ
と
に
な
り
、
仮
登
記
担
保
の
実
行
と
競
売
手
続
と

の
調
整
を
目
的
と
し
た
同
法
の
立
法
趣
旨
が
没
却
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
同
法
五
条
一
項
の
通
知
が
な
い
場
合
に

は
、
仮
登
記
担
保
権
の
実
行
と
し
て
本
登
記
手
続
の
請
求
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
(
少
な
く
と
も
通
知
し
な
か
っ
た
後
順
位
担
保
権
者
に
承
諾
を
求

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
)
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

X
の
控
訴
に
対
し
て
、
二
審
は
一
審
判
決
を
維
持
。

X
は
上
告
し
、
法
五
条
の
通
知
は
後
順
位
担
保
権
者
等
の
剰
余
担
保
価
値
の
確
保
を
ね
ら
っ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
客
観
的
に
剰
余
担
保
価
値
が
な
い
場
合
に
は
、
後
順
位
担
保
権
者
等
へ
の
通
知
は
不
要
で
あ
る
、
剰
余
担
保
価
値
の
有
無
は
、
競
売
申

立
て
の
抗
弁
が
な
さ
れ
た
場
合
に
本
登
記
請
求
訴
訟
の
中
で
審
理
す
れ
ば
た
り
る
、
本
件
で
は
、
v
h
は
X
に
対
し
て
、
後
順
位
抵
当
権
を
設
定
し
な
い
こ

と
を
約
し
て
い
た
、
担
保
目
的
物
に
は

X
と
訴
外
Z
の
巨
額
の
担
保
権
の
設
定
が
あ
る
た
め
剰
余
担
保
価
値
が
な
く
、
よ
も
や
、
も
の
抵
当
権
が
設
定
さ
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れ
て
い
る
と
は
予
想
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
、
も
の
申
し
立
て
た
競
売
手
続
は
全
く
進
行
せ
ず
、
早
晩
無
剰
余
で
取
り
消
さ
れ
る
な
ど
と
主

張
し
た
。
上
告
棄
却
。

判
旨
「
土
地
文
は
建
物
(
以
下
「
土
地
等
L

と
い
う
。
)
の
所
有
権
の
移
転
を
目
的
と
す
る
仮
登
記
担
保
契
約
に
関
す
る
法
律
(
以
下
「
法
」
と
い
う
。
)

一
条
に
い
う
仮
登
記
担
保
契
約
の
債
権
者
(
以
下
「
仮
登
記
担
保
権
者
」
と
い
う
。
)
は
、
右
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
債
務
者
又
は
第
三
者
(
以
下
「
債

務
者
等
」
と
い
う
。
)
に
対
し
法
二
条
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
、
そ
の
到
達
の
日
か
ら
二
月
の
精
算
期
間
を
経
過
し
た
の
ち
で
あ
っ
て
も
、
法
五

条
一
項
に
規
定
す
る
先
取
特
権
、
質
権
若
し
く
は
抵
当
権
を
有
す
る
者
又
は
後
順
位
の
担
保
仮
登
記
の
権
利
者
(
以
下
こ
れ
ら
の
者
を
「
後
順
位
担
保
権

者
」
と
い
う
。
)
の
う
ち
同
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
(
以
下
「
五
条
通
知
」
と
い
う
。
)
を
し
て
い
な
い
者
が
あ
る
と
き
に
は
、
そ
の
後
順
位
担
保
権
者
に

対
し
て
は
、
法
二
条
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
等
の
所
有
権
を
取
得
し
た
旨
を
主
張
し
て
、
仮
登
記
に
基
づ
く
本
登
記
に
つ
い
て
の
承
諾
の
請
求
(
不

動
産
登
記
法
一

O
五
条
一
項
、

一
四
六
条
一
項
参
照
)
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
五
条
通
知
を
受
け
て
い
な
い
後
順

位
担
保
権
者
は
、
精
算
期
間
の
経
過
し
た
の
ち
に
お
い
て
も
、
法
一
二
条
の
規
定
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
土
地
等
の
競
売
を
請
求
で
き
る
も
の
と
解
す
る

の
が
相
当
で
あ
る
。
け
だ
し
、
法
が
後
順
位
担
保
権
者
に
対
し
五
条
通
知
を
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
趣
旨
は
、
後
順
位
担
保
権
者
が
通
知
に
係
る
精

仮登記担保法における通知の意義

算
金
の
見
積
額
(
精
算
金
が
な
い
場
合
を
含
む
。
)
に
拘
束
さ
れ
る
関
係
に
か
ん
が
み
、
こ
の
拘
束
を
甘
受
す
る
か
(
精
算
金
が
あ
る
場
合
は
、
法
四
条

の
規
定
に
よ
り
精
算
金
に
対
し
そ
の
権
利
を
行
使
す
る
か
)
、
又
は
法
二
一
条
の
規
定
に
よ
り
競
売
を
請
求
し
て
売
却
代
金
か
ら
の
配
当
を
期
待
す
る
か

の
選
択
を
な
し
う
る
よ
う
に
し
、
も
っ
て
、
仮
登
記
担
保
権
者
と
後
順
位
担
保
権
者
と
の
利
害
の
調
整
を
図
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
後

順
位
担
保
権
者
が
五
条
通
知
を
受
け
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
精
算
期
間
の
経
過
に
よ
り
法
一
二
条
の
規
定
に
よ
る
競
売
の
請
求
が
で
き
な
く
な
る

と
解
し
、
か
っ
、
仮
登
記
担
保
権
者
が
五
条
通
知
を
し
な
か
っ
た
後
順
位
担
保
権
者
に
対
し
て
も
仮
登
記
に
基
づ
く
本
登
記
に
つ
い
て
の
承
諾
の
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
す
る
と
き
に
は
、
五
条
通
知
を
受
け
て
い
な
い
後
順
位
担
保
権
者
を
著
し
く
不
利
な
立
場
に
置
き
、
法
五
条
一
項
の
規
定

の
趣
旨
を
没
却
す
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
仮
に
土
地
等
が
競
売
さ
れ
た
と
し
て
も
、
当
該
競
売
に
よ
る
売
却
代
金
で
共
益
費
用
た
る
執
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説

行
費
用
、
仮
登
記
担
保
権
者
の
被
担
保
債
権
及
び
五
条
通
知
を
受
け
て
い
な
い
後
順
位
担
保
権
者
の
被
担
保
債
権
に
優
先
す
る
債
権
を
弁
済
す
る
と
き

に
は
剰
余
を
生
ず
る
見
込
が
な
い
と
の
事
由
は
、
右
後
順
位
担
保
権
者
に
対
す
る
五
条
通
知
を
不
要
な
ら
し
め
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
は
な
く
、
仮
登
記

吾"'a聞

担
保
権
者
は
、
右
事
由
が
あ
る
と
の
こ
と
を
も
っ
て
、
五
条
通
知
を
し
て
い
な
い
後
順
位
担
保
権
者
に
対
し
、
仮
登
記
に
基
づ
く
本
登
記
に
つ
い
て
の
承

諾
の
請
求
を
す
る
は
で
き
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
(
な
お
、
民
事
執
行
法
六
三
条
二
項
本
文
(
同
法
一
八
八
条
で
準
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
)

の
規
定
に
よ
り
競
売
手
続
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
は
、
後
順
位
担
保
権
者
に
対
す
る
通
知
を
欠
い
て
い
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
仮
登
記
担
保
権
者
は
当

該
後
順
位
担
保
権
者
に
対
し
仮
登
記
に
基
づ
く
本
登
記
に
つ
い
て
の
承
諾
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
)
。

-・・」

(ロ)

説

法
五
条
一
項
の
通
知
違
反
と
し
て
は
、
仰
の
判
例
で
問
題
と
な
っ
た
よ
う
な
、
通
知
が
な
か
っ
た
場
合
の
ほ
か
に
、
通
知
は
あ
っ
た
が
遅

滞
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
、
通
知
の
内
容
が
債
務
者
に
対
す
る
も
の
と
異
な
っ
て
い
た
場
合
が
考
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
順
次
検
討
す
る
。

必み4弘

子

ω
通
知
が
な
か
っ
た
場
合

後
順
位
担
保
権
者
へ
の
通
知
が
な
い
ま
ま
に
、
精
算
期
間
が
経
過
し
、
仮
登
記
担
保
権
者
が
債
務
者
に
精
算
金
を
支
払
っ
た
と
い
う
場
合

を
考
え
て
み
る
。
こ
の
場
合
に
、
他
の
方
法
で
は
後
順
位
担
保
権
者
の
救
済
が
は
か
れ
な
い
場
合
に
、
後
順
位
担
保
権
者
が
、
一
般
不
法
行

為
上
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
も
つ
こ
と
は
あ
ま
り
問
題
が
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
不
法
行
為
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
は
、
後
順
位
担
保
権
者
が
金
銭
請
求
手
続
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
続
負
担

も
無
視
で
き
な
い
し
、
そ
の
こ
と
の
一
部
で
も
あ
る
が
、
後
順
位
担
保
権
者
は
損
害
発
生
に
つ
き
立
証
責
任
を
負
う
が
、
具
体
的
な
損
害
額

を
主
張
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
し
、
そ
の
手
続
を
と
っ
て
勝
訴
判
決
を
得
た
と
こ
ろ
で
、
損
害
額
の
回
収
が
保
証
さ
れ
る
わ
け
も
の
で

も
な
い
。
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そ
こ
で
、
こ
の
場
合
、
後
順
佐
担
保
権
者
は
、
仮
登
記
担
保
権
者
の
本
登
記
承
諾
請
求
に
対
し
て
、
精
算
金
が
見
積
額
よ
り
多
い
こ
と
を

理
由
に
、
そ
の
多
い
額
の
支
払
い
と
引
き
換
え
に
し
か
本
登
記
の
承
諾
に
応
じ
な
い
と
し
て
、
引
換
給
付
の
抗
弁
を
提
出
で
き
る
と
の
説
と
、

後
順
位
担
保
権
者
は
精
算
期
間
内
と
同
じ
よ
う
に
自
己
の
担
保
権
に
も
と
づ
く
競
売
の
申
立
て
が
で
き
る
と
の
説
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

前
説
は
鈴
木
教
授
の
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
甲
を
担
保
目
的
物
た
る
土
地
の
所
有
者
、
乙
を
仮
登
記
担
保
権
者
、
丙
を
後
順
位
の
抵

当
権
者
と
す
る
例
で
、
信
義
則
を
根
拠
に
、
「
乙
は
、
丙
が
適
時
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
な
ら
ば
回
収
し
え
た
は
ず
の
金
額
、
つ
ま
り
、
客
観

的
に
あ
る
べ
き
精
算
金
額
(
争
い
が
あ
れ
ば
、
乙
が
立
証
す
べ
き
で
あ
る
)
の
範
囲
内
で
丙
の
被
担
保
債
権
の
弁
済
に
必
要
な
限
り
の
金
額

を
提
供
し
て
の
み
、
丙
に
対
し
本
登
記
承
諾
を
請
求
し
う
る
と
、
解
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
、
後
説
に
対
し
て
は
、
「
こ
こ
で
丙
の
利
益

保
護
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
丙
に
対
す
る
所
定
の
通
知
が
な
か
っ
た
以
上
、
丙
に
対
す
る
関
係
で
は
、
乙
の
仮
登
記
担
保
私
的
実
行
手
続
は

無
効
で
あ
り
、
乙
は
こ
の
手
続
を
法
二
条
一
項
の
甲
へ
の
通
知
の
段
階
か
ら
や
り
直
す
必
要
が
あ
る
と
す
る
の
が
、
最
も
徹
底
し
て
い
る
。

こ
の
や
り
直
し
に
よ
っ
て
乙
の
被
る
こ
と
に
な
る
損
害
は
、
い
わ
ば
自
業
自
得
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
そ
う
解
す
る
と
、
す

で
に
乙
か
ら
精
算
金
の
支
払
を
受
け
て
い
る
甲
は
、
少
な
く
と
も
い
っ
た
ん
は
こ
れ
を
乙
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
ま
た
、
も

し
、
乙
の
後
順
位
に
丙
の
抵
当
権
以
外
に
、
た
と
え
ば
丁
の
抵
当
権
が
存
し
、
丁
が
適
式
に
精
算
金
上
の
物
上
代
位
権
行
使
の
手
続
を
と
っ

て
い
る
場
合
を
考
え
る
と
、
こ
の
丁
の
努
力
は
徒
労
に
帰
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
す
で
に
進
捗
し
て
い
た
乙
の
仮
登
記
担
保
私

的
実
行
手
続
を
否
定
し
、
甲
・
了
が
築
き
上
げ
て
き
た
利
益
・
期
待
を
一
挙
に
覆
す
こ
と
は
、
た
と
え
丙
の
利
益
保
護
の
た
め
と
は
い
え
、

そ
の
妥
当
性
は
認
め
が
た
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
新
美
助
教
授
は
、
「
仮
登
記
担
保
法
が
目
的
物
の
適
正
な
評
価

を
競
売
手
続
に
委
ね
て
い
る
と
し
て
も
、
仮
登
記
に
基
づ
く
本
登
記
承
諾
請
求
訴
訟
で
の
目
的
物
の
適
正
な
評
価
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る

の
か
ど
う
か
:
:
・
:
:
。
:
:
:
そ
こ
で
は
、
仮
登
記
担
保
権
者
で
は
な
く
、
裁
判
所
が
目
的
物
の
価
額
に
つ
い
て
の
評
価
主
体
と
し
て
登
場
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
裁
判
所
で
は
不
適
当
で
あ
り
、
競
売
手
続
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
の
積
極
的
な
理
由
は
見
当
ら
な
い
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説

よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
訴
訟
経
済
の
観
点
か
ら
は
、
本
登
記
承
諾
請
求
訴
訟
で
決
着
を
つ
け
た
方
が
妥
当
で
あ
る
よ
う

に
も
思
わ
れ
る
。
」
と
さ
れ
る
。

論

こ
れ
に
対
し
て
、
後
説
に
立
つ
宇
佐
美
参
事
官
は
そ
の
理
由
を
、
「
法
五
条
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
さ
れ
な
い
で
精
算
金
が
弁
済
さ
れ

て
も
、
そ
れ
は
後
順
位
の
担
保
権
者
に
対
抗
で
き
な
い
か
ら
、
通
知
を
受
け
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
者
と
し
て
は
、
自
己
と
の
関
係
に
お
い
て

は
精
算
金
支
払
債
務
の
弁
済
は
、
い
ま
だ
な
い
も
の
と
し
て
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
:
:
:
:
被
担
保
債
権
の
弁
済
期
が

到
来
し
て
い
る
場
合
に
は
競
売
の
申
立
を
し
て
本
登
記
の
請
求
を
阻
止
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
ま
た
担
保
仮
登
記
の
権
利
者
か
ら
本
登

記
の
承
諾
を
求
め
ら
れ
で
も
精
算
金
の
未
払
い
を
理
由
と
し
て
こ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

に
解
す
る
と
き
の
前
説
か
ら
の
批
判
に
対
し
て
は
、
吉
野
参
事
官
は
、
「
た
と
え
ば
、
先
順
位
の
抵
当
権
者
等
が
精
算
金
請
求
権
を
差
し
押
さ

え
て
、
精
算
期
間
経
過
後
、
取
立
命
令
を
も
ら
っ
た
と
い
う
と
き
に
、
そ
れ
が
覆
る
か
と
い
う
と
、
六
条
が
相
対
的
無
効
の
関
係
に
し
て
い

ま
ず
か
ら
、
そ
れ
は
有
効
で
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
一
番
・
二
番
は
物
上
代
位
に
よ
る
差
押
え
で
完
全
に
弁
済
を
受
け
て
し
ま
っ

た
、
た
ま
た
ま
三
番
の
抵
当
権
者
が
、
五
条
一
項
の
通
知
を
受
け
な
い
で
競
売
の
請
求
を
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
一
番
・
二
番

が
抜
け
て
い
き
ま
し
て
、
三
番
の
抵
当
権
者
が
競
売
手
続
を
実
行
し
て
、
競
売
代
金
か
ら
優
先
配
当
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で

す
O
i
-
-
:
:
こ
の
場
合
は
、
〔
三
番
の
抵
当
権
者
は
〕
一
番
・
二
番
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
受
け
ら
れ
る
べ
き
金
額
し
か
配
当
を
受
け
ら
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
、
一
番
・
二
番
が
も
ら
う
も
の
は
、
所
有
者
が
も
ら
う
」
こ
と
で
、
手
続
の
動
揺
に
よ
る
関
係
者
の
不
利
益
は
防
げ
る
と

さ
れ
る
。
川
口
判
事
は
、
前
説
は
、
個
別
訴
訟
の
中
で
精
算
金
の
有
無
・
額
を
争
う
余
地
を
な
く
そ
う
と
し
た
法
の
趣
旨
に
反
す
る
し
、
仮

登
記
担
保
権
者
が
目
的
物
の
所
有
権
を
取
得
す
る
た
め
故
意
に
後
順
位
担
保
権
者
に
対
す
る
通
知
を
し
な
い
弊
を
助
長
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
さ
れ
あ
「
ま
た
、
生
熊
教
授
は
、
法
五
条
一
項
の
規
定
の
趣
旨
を
正
面
か
ら
も
ち
だ
す
仰
の
上
告
審
判
決
の
説
く
と
こ
ろ
、
そ
の
原
審
判

決
の
説
く
と
こ
ろ
、
川
口
判
事
の
説
か
れ
る
と
こ
ろ
、
吉
野
参
事
官
の
鈴
木
説
に
対
す
る
反
論
な
ど
を
総
合
し
て
後
説
に
た
た
れ
る
が
、
さ
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ら
に
、
鈴
木
説
で
は
仮
登
記
担
保
権
者
が
適
正
な
精
算
金
を
後
順
位
担
保
権
者
に
提
供
す
る
ま
で
、
後
順
位
担
保
権
者
は
身
動
き
が
と
れ
な

い
こ
と
も
理
由
に
付
け
加
え
て
お
ら
れ
る
。

思
う
に
、
宇
佐
美
参
事
官
の
説
く
と
こ
ろ
は
巧
妙
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
法
の
形
式
的
な
整
合
性
を

多
少
破
る
か
た
ち
で
利
益
考
量
を
し
な
け
れ
ば
妥
当
な
解
決
は
得
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
後
説
に
た
つ
諸
氏
の
説
か
れ
る
実
質
的

観
点
は
い
ず
れ
も
正
当
で
あ
ろ
う
。
や
や
、
問
題
の
あ
る
の
は
、
吉
野
参
事
官
が
前
説
を
批
判
す
る
さ
い
に
用
い
た
例
で
、
三
番
の
抵
当
権

者
が
一
番
・
二
番
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
受
け
取
る
べ
き
金
額
し
か
配
当
を
受
け
取
れ
や
す
、
本
来
一
番
・
二
番
が
受
け
取
る
べ
き
も
の
を
、

仮
登
記
担
保
権
者
が
受
け
取
る
こ
と
の
説
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
仮
登
記
担
保
権
者
が
、
債
務
者
の
一
番
・
二
番
の
抵
当
権
者
に
対
す
る

債
務
を
代
位
弁
済
し
た
関
係
と
考
え
れ
ば
、
弁
済
者
代
位
と
し
て
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

も
っ
と
も
、
精
算
金
が
な
い
こ
と
が
明
白
で
あ
る
場
合
は
、
や
や
問
題
が
あ
る
。
中
田
調
査
官
は
、
「
仮
登
記
担
保
法
は
、
精
算
金
が
な
い

場
合
で
も
仮
登
記
担
保
権
者
に
そ
の
旨
の
通
知
を
す
る
よ
う
義
務
づ
け
て
お
り
(
法
二
条
一
項
、
五
条
一
項
)
、
精
算
不
要
を
理
由
と
し
て
仮

登
記
担
保
権
者
が
競
売
手
続
を
排
除
で
き
る
と
は
考
え
難
い
し
:
:
:
:
・
、
ま
た
、
同
法
が
競
売
手
続
を
優
先
さ
せ
た
の
は
、
精
算
金
に
つ
い

て
争
い
が
生
じ
た
場
合
、
仮
登
記
担
保
権
の
実
行
手
続
に
お
い
て
は
適
正
な
精
算
金
を
算
定
す
る
た
め
の
完
結
し
た
手
続
が
な
い
と
こ
ろ
か

ら
そ
の
適
正
な
評
価
を
競
売
手
続
に
委
ね
た
わ
け
で
あ
り
-
j
i
-
-
、
仮
登
記
に
基
づ
く
本
登
記
承
諾
請
求
訴
訟
に
お
い
て
剰
余
の
有
無
を
認

定
判
断
す
る
こ
と
は
法
の
予
想
し
て
い
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
」
と
さ
れ
る
。
思
う
に
、
精
算
金
が
な
い
こ
と
が
明
白
で
あ
る
場
合
に
も
、

通
知
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
後
順
位
担
保
権
者
が
仮
登
記
担
保
権
者
の
本
登
記
承
諾
請
求
を
拒
め
る
と
い
う
の
は
、
形
式
的
に

過
ぎ
る
と
感
じ
ら
れ
る
面
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
仮
登
記
担
保
権
者
と
し
て
は
、
通
知
を
や
り
直
せ
ば
そ
れ
か
ら
約
二
月
後
に
は
本
登
記
承

諾
請
求
の
障
害
は
な
く
な
る
し
、
ま
た
、
そ
の
聞
に
後
順
位
担
保
権
者
が
競
売
手
続
を
申
し
立
て
て
い
て
も
、
そ
れ
は
無
剰
余
に
よ
っ
て
簡

単
に
取
り
消
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
競
売
手
続
が
民
事
執
行
法
の
予
定
す
る
よ
う
に
行
わ
れ
る
限
り
、
そ
れ
を
待
っ
て
も
本
登
記
承
諾
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請
求
訴
訟
を
そ
れ
ほ
ど
遅
ら
せ
る
こ
と
も
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
場
合
も
、
後
順
位
担
保
権
者
は
通
知
が
な
い
こ
と
を
理
由

に
、
本
登
記
の
承
諾
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
。

仮
登
記
担
保
権
者
と
し
て
は
、
法
五
条
一
項
の
通
知
が
欠
け
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
、
改
め
て
法
二
条
一
項
の
債
務
者
へ

の
通
知
か
ら
や
り
直
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
通
知
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
後
順
位
担
保
権
者
と
の
関
係
で
も
、
精
算
期
間
が
経

過
す
る
こ
と
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
川
の
上
告
審
の
判
旨
が
述
べ
る
よ
う
に
、
民
執
六
三
条
二
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
競
売
手
続
が
取
り

消
さ
れ
た
場
合
は
、
仮
登
記
担
保
権
者
の
後
順
位
担
保
権
者
に
対
す
る
本
登
記
承
諾
請
求
に
つ
い
て
、
法
五
条
一
項
の
通
知
が
な
か
っ
た
こ

と
を
抗
弁
と
し
て
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
さ
れ
る
。
仮
登
記
担
保
権
者
が
法
二
条
一
項
の
債
務
者
へ
の
通
知
を
や
り
直
さ
ず
、
法

つ
ぎ
に
述
べ
る
法
五
条
一
項
の
通
知
が
遅
滞
し
た
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

論

五
条
一
項
の
通
知
の
み
を
し
た
場
合
は
、

""u 

通
知
が
遅
滞
し
た
場
合

こ
の
場
合
の
効
果
は
通
知
が
な
か
っ
た
場
合
と
同
じ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
精
算
期
間
の
経
過
後
に
後
順
位
担
保
権
者
が
五

条
一
項
の
通
知
を
受
け
て
も
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
し
、
五
条
一
項
の
通
知
を
受
け
て
か
ら
相
当
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
後
順
位
担
保
権
者
は
そ

の
権
利
を
行
使
で
き
る
と
す
れ
ば
よ
い
よ
う
だ
が
、
そ
れ
で
は
、
相
当
期
間
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
生
じ
、
関
係
者
の
地
位
が
不
安
定
に
な
る

お
そ
れ
が
あ
る
。
し
か
し
、
後
順
位
担
保
権
者
の
立
場
に
た
っ
て
み
て
も
、
五
条
通
知
が
自
分
に
な
さ
れ
れ
ば
、
当
然
、
見
積
額
に
満
足
で

あ
れ
ば
精
算
金
請
求
権
を
差
し
押
え
る
で
あ
ろ
う
し
、
見
積
額
に
不
満
が
あ
れ
ば
競
売
を
申
し
立
て
る
で
あ
ろ
う
。
通
知
に
よ
っ
て
権
利
行

使
の
機
会
を
与
え
ら
れ
な
が
ら
何
も
し
な
い
で
お
い
て
、
後
か
ら
文
句
を
言
わ
せ
る
の
も
お
も
し
ろ
く
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
仮
登
記
担
保
権

者
と
し
て
は
、
改
め
て
法
二
条
一
項
の
債
務
者
へ
の
通
知
か
ら
や
り
直
せ
ば
確
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
場
合
も
相
当
期
間
(
原

則
と
し
て
法
五
条
一
項
の
通
知
が
発
信
さ
れ
て
か
ら
二
カ
月
)
経
過
す
れ
ば
、
も
は
や
、
後
順
位
担
保
権
者
は
五
条
通
知
の
遅
滞
を
答
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
解
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
る
関
係
者
の
地
位
の
不
安
定
も
、

ωで
の
後
説
が
説
く
よ
う
に
相
対
的
な
処
理
を
す
れ
ば
そ
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仮登記担保法における通知の意義

れ
ほ
ど
深
刻
が
問
題
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

制
債
務
者
に
対
す
る
通
知
と
後
順
位
担
保
権
者
に
対
す
る
通
知
の
内
容
が
異
な
る
と
き

こ
の
場
合
に
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
後
順
位
担
保
権
者
が
被
っ
た
損
害
に
つ
い
て
、
不
法
行
為
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
が
で
き

る
こ
と
は
あ
ま
り
問
題
は
な
い
。
鈴
木
教
授
は
、
甲
を
担
保
目
的
物
た
る
土
地
の
所
有
者
、
乙
を
仮
登
記
担
保
権
者
、
丙
を
被
担
保
債
権
額

一
七

O
万
円
の
後
順
位
の
抵
当
権
者
と
し
、
乙
が
、
甲
へ
の
法
二
条
一
項
の
通
知
に
お
い
て
は
精
算
金
見
積
額
を
一
五

O
万
円
と
し
た
が
、

丙
へ
の
法
五
条
一
項
の
通
知
に
お
い
て
は
精
算
金
見
積
額
を
二

O
O万
円
と
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
、
丙
が
甲
の
乙
に
対
す
る
精
算
金
請
求

権
を
差
し
押
え
、
精
算
期
間
経
過
後
に
乙
が
法
七
条
に
よ
り
一
五

O
万
円
を
供
託
し
た
と
い
う
設
例
で
、
「
乙
は
、
丙
に
対
す
る
関
係
で
は
、

二
O
O万
円
の
範
囲
内
で
丙
が
物
上
代
位
権
行
使
に
よ
り
自
己
の
債
権
の
満
足
を
得
ら
れ
る
だ
け
の
額
(
一
七

O
万
円
)
の
精
算
金
支
払
義

務
を
負
っ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
解
す
る
と
、
上
掲
設
例
に
お
い
て
乙
が
二

O
万
円
の
追
加
供
託
を
し
な
い
う
ち
は
、
丙
に
対

す
る
関
係
で
は
、
乙
の
精
算
金
支
払
義
務
は
履
行
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
、
法
一
八
条
本
文
を
利
用
し
て
乙
が
丙
の
承
諾
な
し
に

本
登
記
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
結
果
と
な
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
追
加
供
託
の
な
い
聞
は
、
丙
は
|
|
精
算
金
請
求
権
上
の
物
上

代
位
に
よ
り
乙
に
対
し
一
七

O
万
円
の
取
立
権
を
取
得
し
て
い
る
結
果
|
l
l
供
託
不
足
額
二

O
万
円
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
ら
取
立
訴
訟
を

提
起
し
て
で
も
、
乙
か
ら
こ
れ
を
取
り
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
追
加
供
託
が
な
さ
れ
な
い
聞
に
丙
の
被
担
保
債
権
の
弁
済
期
が

到
来
す
れ
ば
(
精
算
期
間
は
す
で
に
経
過
し
て
い
る
点
に
注
意
(
法
一
二
条
参
照
)
)
、
丙
は
、
そ
の
抵
当
権
の
実
行
を
申
し
立
て
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
乙
の
仮
登
記
担
保
の
私
的
実
行
の
企
図
を
覆
す
こ
と
(
法
一
五
条
一
項
)
さ
え
も
可
能
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
お
r

こ

の
場
合
、
法
一
八
条
本
文
を
利
用
し
て
乙
が
丙
の
承
諾
な
し
に
本
登
記
が
で
き
、
丙
の
登
記
が
抹
消
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
、
丙
の
保
護
は

図
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
乙
が
一
五

O
万
円
の
み
を
供
託
し
て
、
法
一
八
条
に
よ
っ
て
本
登
記
の
申
請
を
し
て
き
た
場
合
に
は
、

後
順
位
権
利
者
丙
が
甲
の
精
算
金
請
求
権
の
差
押
命
令
の
申
請
の
際
に
被
差
押
債
権
の
数
額
と
し
て
表
示
(
民
訴
法
五
九
六
条
一
項
)
し
た
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二
O
O万
円
に
満
た
な
い
一
五

O
万
円
し
か
供
託
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
法
一
八
条
本
文
所
定
の
要
件
は
少
な
く
と
も
形
式
上
備
わ
っ

て
い
ず
、
登
記
官
は
、
乙
の
こ
の
本
登
記
申
請
を
却
下
す
べ
き
も
の
と
解
す
れ
ば
、
別
段
困
難
を
生
じ
な
い
。
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
後
順
位

担
保
権
者
が
複
数
で
、
そ
の
相
互
間
で
通
知
さ
れ
た
見
積
額
が
食
い
違
う
場
合
に
つ
い
て
も
、
仮
登
記
担
保
権
者
と
後
順
位
担
保
権
者
と
の

関
係
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
へ
の
通
知
に
示
さ
れ
た
見
積
額
の
範
囲
内
で
、
そ
の
者
の
被
担
保
債
権
の
回
収
に
必
要
な
限
り
の
額
の
精
算
金

支
払
義
務
を
仮
登
記
担
保
権
者
が
仮
登
記
義
務
者
に
対
し
て
負
う
と
さ
れ
る
。

思
う
に
、
こ
の
場
合
は
、
と
も
か
く
適
時
に
通
知
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
後
順
位
担
保
権
者
が
何
も
で
き
な
い
ま
ま
、
精
算
金
が
支
払

わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
、
精
算
金
が
支
払
わ
れ
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
そ
れ
が
、
後
順
位
担
保
権
者
の
担
保
権
の
実
行
で
覆

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

ωの
場
合
と
較
べ
て
関
係
者
の
地
位
の
不
安
定
も
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、

ωで
後
説
を
と
る
立
場

か
ら
は
鈴
木
教
授
の
説
に
従
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
後
順
位
担
保
権
者
に
通
知
し
た
見
積
額
が
過
大
で
あ
っ
た
と
き
は
、
替
市
反
言
を
理
由
に
仮

登
記
担
保
権
者
を
そ
の
見
積
額
に
拘
束
す
る
こ
と
が
不
適
当
な
場
合
も
あ
る
と
考
え
て
、
こ
の
場
合
に
法
五
条
一
項
の
通
知
が
な
か
っ
た
と

し
て

ωと
全
く
同
じ
に
扱
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
う
し
て
も
不
適
当
な
場
合
は
、
意
思
表
示
の
錯
誤
に
関
す
る
民
法
九
五
条
の
適
用

な
ど
で
救
済
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
仮
登
記
担
保
権
者
が
、
法
五
条
一
項
の
通
知
を
し
な
い
ま
ま
に
、
債
務
者
に
対
し
て
本
登
記
手
続
請
求
の
訴
え
を
、
ま
た
、
後

順
位
担
保
権
者
に
対
し
て
本
登
記
承
諾
請
求
の
訴
え
を
提
起
し
た
場
合
の
裁
判
所
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
仰
の
判
例

は
、
債
務
者
に
た
い
す
る
請
求
に
つ
い
て
は
認
容
、
後
順
位
担
保
権
者
に
対
す
る
請
求
に
つ
い
て
は
棄
却
と
し
て
い
る
。
仮
登
記
担
保
の
私

的
実
行
に
優
先
す
る
競
売
の
申
立
て
が
あ
る
と
、
本
登
記
の
請
求
が
で
き
な
く
な
る
が
(
法
一
五
条
一
項
)
、
す
で
に
、
仮
登
記
担
保
権
者
の

仮
登
記
に
も
と
づ
く
本
登
記
手
続
請
求
訴
訟
あ
る
い
は
本
登
記
承
諾
請
求
訴
訟
が
裁
判
所
に
係
属
中
で
あ
る
場
合
に
、
こ
れ
ら
の
訴
訟
を
ど

う
す
る
か
に
つ
い
て
は
訴
え
の
利
益
を
欠
く
も
の
と
し
て
訴
え
を
却
下
す
べ
し
と
す
る
説
、
本
登
記
請
求
権
が
な
い
も
の
と
し
て
請
求
を
棄

論
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却
す
べ
し
と
す
る
説
、
競
売
申
立
て
の
取
下
げ
ま
た
は
競
売
手
続
の
取
消
し
が
あ
っ
た
と
き
は
本
登
記
手
続
ま
た
は
本
登
記
承
諾
を
せ
よ
と

の
条
件
付
請
求
認
容
判
決
を
す
べ
し
と
の
説
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
川
の
判
決
は
請
求
棄
却
説
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
債

務
者
に
対
す
る
請
求
が
認
容
さ
れ
て
い
る
点
は
、
裁
判
所
が
、
後
順
位
担
保
権
者
に
対
す
る
法
五
条
一
項
の
通
知
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
主

張
で
き
る
の
は
当
該
の
後
順
位
担
保
権
者
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
の
者
で
あ
る
債
務
者
は
そ
の
主
張
が
で
き
ず
、
そ
の
結
果
、
す
で
に
精
算
期

間
が
経
過
し
て
い
る
以
上
、
債
務
者
に
対
し
て
は
本
登
記
の
請
求
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

仮
登
記
担
保
法
五
条
二
項
の
通
知

仮登記担保法における通知の意義

ω
通
知
の
意
義

法
五
条
二
項
は
、
二
条
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
債
務
者
に
到
達
し
た
と
き
に
お
い
て
、
担
保
仮
登
記
に
も
と
づ
く
本
登
記
に
つ
き
登

記
上
利
害
関
係
を
有
す
る
第
三
者
が
あ
る
と
き
は
、
債
権
者
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
第
三
者
に
対
し
、
先
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
た
旨
お

よ
び
債
務
者
に
通
知
し
た
債
権
等
の
額
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
ら
の
第
三
者
の
う
ち
、
法
五
条
一

項
で
、
よ
り
詳
し
い
通
知
が
な
さ
れ
る
者
に
対
し
て
は
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
の
で
、
こ
の
通
知
は
不
要
と
さ
れ
て
い
る
。

仮
登
記
担
保
法
は
、
担
保
仮
登
記
が
、
実
質
は
仮
登
記
担
保
と
い
う
担
保
権
の
公
示
手
段
で
あ
っ
て
も
、
登
記
法
上
は
一
般
の
仮
登
記
の

一
種
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
の
立
場
を
維
持
し
て
い
る
の
叩
仮
登
記
担
保
契
約
に
も
と
づ
い
て
仮
登
記
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の

仮
登
記
後
に
な
さ
れ
た
第
三
者
の
権
利
に
関
す
る
登
記
は
、
仮
登
記
の
効
力
に
よ
り
、
仮
登
記
に
も
と
づ
く
本
登
記
の
要
件
が
具
備
さ
れ
た

時
に
失
効
し
、
そ
の
本
登
記
が
さ
れ
る
と
き
に
、
登
記
官
の
職
権
に
よ
り
抹
消
さ
れ
て
し
ま
ラ
(
不
登
法
一

O
五
条
二
項
)
。
し
か
し
、
も
と

も
と
右
の
仮
登
記
は
金
銭
債
務
を
担
保
す
る
た
め
に
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
債
務
が
弁
済
さ
れ
る
な
ら
ば
、
目
的
を
達
し
、
仮
登
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説

記
の
方
が
抹
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
債
務
の
弁
済
に
つ
い
て
正
当
な
利
益
を
有
す
る
そ
れ
ら
の
第
三
者
に
代
位
弁
済
の
機
会
を

保
障
す
る
た
め
こ
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
規
定
の
趣
旨
に
つ
い
て
の
立
法
担
当
者
の
説
明
で
あ
る
。
土
地
の
見
積

価
額
お
よ
び
精
算
金
の
有
無
、
額
が
通
知
さ
れ
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
者
は
精
算
金
請
求
権
に
物
上
代
位
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
競
売

論

を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(2) 

通
知
違
反
の
効
果

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
明
文
の
規
定
が
な
い
。
立
法
担
当
者
は
、
「
も
と
も
と
、
右
の
第
三
者
に
対
し
代
位
弁
済
の
機
会
を
与
え
る
と
い
う
、

い
わ
ば
思
恵
的
な
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
右
の
第
三
者
の
権
利
は
、
元
来
、
担
保
仮
登
記
の
相
対
的
無
効
の
効
力
に
よ
り
、
本
登
記

の
実
体
的
要
件
の
具
備
の
際
、
失
効
す
べ
き
運
命
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
右
の
第
三
者
は
、
右
の
通
知
を
受
け
な
か
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
特
段
の
不
利
益
を
被
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
物
上
代
位
権
者
に
対
す
る
通
知
違
反
の
場
合
と
異
な
り
、

損
害
賠
償
も
生
ず
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
と
す
る
。
鈴
木
教
授
は
、
乙
が
甲
に
融
資
を
し
、
甲
所
有
の

X
地
上
に
仮
登
記
担
保
の
設
定

を
受
け
、
の
ち
、
丙
が
甲
か
ら
こ
の
担
保
負
担
付
き
の
ま
ま

X
地
を
譲
り
受
け
た
と
い
う
例
で
、
法
二
条
一
項
の
通
知
の
相
手
方
は
、
解
釈

論
上
は
、
取
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、

X
地
の
運
命
に
第
一
に
関
心
を
も
つ
の
は
丙
で
あ
っ
て
甲
で
は
な
い
の
で
、
立
法
論
と
し
て
は
、

丙
へ
の
通
知
が
ま
ず
必
要
と
説
か
れ
る
。
そ
の
上
で
、
「
丙
へ
の
法
五
条
二
項
の
通
知
の
解
怠
な
い
し
遅
延
に
よ
っ
て
丙
の
こ
う
む
っ
た
損
害

に
つ
い
て
は
、
乙
に
賠
償
義
務
を
課
す
べ
き
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
さ
ら
に
、
少
な
く
と
も
甲
乙
丙
だ
け
の
間
で
は
、
か
か
る
乙
の
解
怠
な
い

し
遅
延
が
ー
ー
そ
の
程
度
お
よ
び
態
様
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
|
|
仮
登
記
担
保
の
私
的
実
行
手
続
を
無
効
に
す
る
場
合
も
あ
る
、
と
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
と
さ
れ
る
。

思
う
に
、
第
三
取
得
者
に
つ
い
て
は
、
法
六
条
二
項
前
段
の
よ
う
な
規
定
が
な
い
た
め
、
仮
登
記
担
保
権
者
が
法
二
条
一
項
の
通
知
を
債

務
者
に
す
る
と
同
時
に
精
算
金
を
債
務
者
に
支
払
っ
て
し
ま
う
場
合
に
は
、
形
式
的
に
考
え
れ
ば
、
本
項
の
通
知
が
あ
っ
て
も
、
も
は
や
、
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第
三
取
得
者
に
代
位
弁
済
の
機
会
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
立
法
担
当
者
の
説
く
と
こ
ろ
が
、
条
文
上
は
、
素
直
で
あ
る
こ
と
は
認
め
な
げ

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
第
三
取
得
者
が
、
真
に
利
用
を
目
的
と
し
て
目
的
物
を
取
得
し
て
お
り
、
代
位
弁
済
を
す
る
用
意
が
あ
る
よ
う

な
と
き
は
、
鈴
木
教
授
の
実
質
的
な
価
値
判
断
を
妥
当
と
考
え
る
の
で
、
第
三
取
得
者
の
保
護
の
た
め
、
仮
登
記
担
保
権
者
が
、
法
五
条
二

項
の
通
知
を
怠
り
、
精
算
金
を
債
務
者
に
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
場
合
に
も
、
第
三
取
得
者
は
、
本
登
記
承
諾
請
求
を
拒
む
こ
と
が
で

き
る
し
、
代
位
弁
済
に
よ
っ
て
債
務
を
消
滅
さ
せ
て
、
目
的
物
の
所
有
権
を
確
定
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
余
地
が
あ
る
と
解
す
る
。

仮登記担保法における通知の意義

(
4
)
法
二
条
一
項
の
通
知
が
債
務
者
に
到
達
し
た
と
き
よ
り
後
に
登
記
さ
れ
た
後
順
位
担
保
権
者
に
対
す
る
通
知
は
必
要
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
後

順
位
担
保
権
者
も
精
算
金
請
求
権
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
順
位
に
応
じ
た
自
己
の
権
利
の
確
保
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
が
、
仮
登
記
担

保
権
者
と
し
て
は
、
常
に
登
記
を
見
張
っ
て
お
く
訳
に
も
い
か
な
い
し
、
反
面
、
法
二
条
一
項
の
通
知
が
な
さ
れ
、
仮
登
記
担
保
権
が
実
行
さ
れ

る
よ
う
な
時
期
に
担
保
を
取
得
す
る
後
順
位
担
保
権
者
の
注
意
義
務
を
高
め
て
も
、
公
平
の
観
点
か
ら
是
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
(
参
事
官
室
編
・

前
掲
書
五
六
頁
以
下
)
。

(5)
こ
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
米
倉
明
「
判
例
評
釈
L

『
法
学
協
会
雑
誌
』
九
三
巻
六
号
(
昭
和
五
一
年
)
九
四

O
頁
、
鈴
木
弘
「
判
例
解
説
」
『
法

曹
時
報
』
二
九
巻
六
号
(
昭
和
五
二
年
)
一

O
七
頁
、
お
よ
び
、
そ
れ
ら
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
参
考
文
献
参
照
。

(
6
)
竹
下
守
夫
「
仮
登
記
担
保
権
実
行
手
続
上
の
諸
問
題
」
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
六
七
五
号
(
昭
和
五
三
年
)
六
七
頁
。
な
お
、
参
事
官
室
編
・
前
掲
書

三
九
頁
。

(7)
こ
の
よ
う
な
規
整
を
し
た
理
由
を
、
立
法
担
当
者
は
、
「
実
際
の
精
算
金
の
額
は
も
っ
と
多
い
は
ず
だ
か
ら
増
額
せ
よ
と
い
う
主
張
を
許
容
す
る

と
き
は
、
法
律
関
係
が
複
雑
に
な
る
」
、
「
後
順
位
の
担
保
権
者
が
通
知
に
係
る
精
算
金
の
見
積
額
に
不
満
の
あ
る
場
合
、
そ
の
争
い
を
妥
当
に
調

整
す
る
方
法
は
、
競
売
手
続
を
お
い
て
は
な
い
」
、
「
精
算
金
に
つ
い
て
争
い
が
生
じ
た
場
合
、
仮
登
記
担
保
権
の
実
行
手
続
に
お
い
て
は
、
適
正

な
精
算
金
を
算
定
す
る
た
め
の
完
結
し
た
手
続
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
適
正
な
評
価
を
競
売
手
続
に
委
ね
た
」
な
ど
と
説
明
し
て
い
る
(
参

事
官
室
編
・
前
掲
書
九
一
頁
、
一
七
五
頁
、
一
八
九
頁
)
。
た
と
え
ば
、
後
順
位
担
保
権
者
が
、
本
登
記
承
諾
請
求
訴
訟
の
中
で
引
換
給
付
と
し
て

の
精
算
金
の
額
を
争
え
る
と
す
れ
ば
、
後
順
位
担
保
権
者
ご
と
に
精
算
金
の
額
が
区
々
と
な
り
、
調
整
が
つ
か
な
い
な
ど
の
こ
と
が
生
じ
う
る
。
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説

な
お
、
注

(
5
)
の
判
決
の
判
旨
参
照
。

(8)
石
田
教
授
は
、
民
法
三
八
四
条
二
項
を
類
推
し
て
、
仮
登
記
担
保
権
者
の
評
価
額
の
十
分
の
一
以
上
で
競
売
で
き
な
い
と
き
は
、
競
売
を
申
し

立
て
た
後
順
位
担
保
権
者
が
評
価
額
の
一
割
増
し
の
価
額
で
買
い
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
さ
れ
る
(
石
田
喜
久
夫
「
判
例
批
評
」
『
民
商

法
雑
誌
』
九
六
巻
四
号
(
昭
和
六
二
年
)
一

O
八
頁
)
。
こ
れ
に
対
し
て
、
立
法
担
当
者
は
、
「
後
順
位
担
保
権
者
に
増
価
買
受
け
の
責
任
や
担
保

供
与
の
義
務
を
負
わ
せ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
重
い
負
担
を
負
わ
せ
て
、
こ
の
地
位
を
弱
体
化
す
る
の
み
な
ら
ず
、
通
知
に
係
る
精
算
金
の
見

積
額
に
不
満
で
競
売
の
申
立
を
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
限
界
に
あ
る
後
順
位
担
保
権
者
で
あ
り
、
競
売
に
持
ち
込
ん
で
も
廉
価
に
し
か
売
却
で
き

な
い
と
き
は
、
そ
の
者
が
も
っ
と
も
損
害
を
被
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
本
条
に
よ
る
競
売
請
求
権
の
行
使
に
も
自
ず
か
ら
合
理
的
な
歯
止
め
が
か

け
ら
れ
、
こ
れ
が
濫
用
さ
れ
る
お
そ
れ
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
第
三
取
得
者
と
抵
当
権
と
の
場
合
と
異
な
り
、
価
値
権
と
利
用

権
と
の
調
和
を
図
る
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
本
条
の
場
合
に
は
増
価
競
売
の
手
法
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
し
て
い

る
(
参
事
官
室
編
・
前
掲
書
一
四
二
頁
以
下
)
。
教
授
ご
自
身
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
競
売
価
額
が
市
価
の
六
割
程
度
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
立
法
担

当
者
の
見
解
が
一
層
あ
て
は
ま
る
こ
と
に
な
ろ
う
(
仮
登
記
担
保
権
者
は
、
剰
余
主
義
に
よ
っ
て
も
保
護
さ
れ
て
い
る
(
後
注
(
幻
)
参
照
)
)
。
後

順
位
担
保
権
者
の
被
担
保
債
権
額
が
僅
か
な
場
合
は
、
後
順
位
担
保
権
者
は
自
ら
の
債
権
の
満
足
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
あ
ま
り
不
利
益
と
は
感

じ
な
い
の
で
、
あ
え
て
、
競
売
を
申
し
立
て
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
仮
登
記
担
保
権
者
は
後
順
位
担
保
権
者
の
債
権
を
代

位
弁
済
し
て
消
滅
さ
せ
て
し
ま
っ
て
も
よ
い
。
そ
も
そ
も
、
糠
除
の
制
度
は
、
民
法
三
八
四
条
二
項
が
規
定
す
る
増
価
買
受
も
抵
当
権
者
の
負
担

と
な
っ
て
、
む
し
ろ
濫
用
さ
れ
て
い
る
と
の
評
価
も
あ
り
(
柚
木
馨
編
『
注
釈
民
法
則
〔
改
定
版
〕
』
(
有
斐
閣
・
昭
和
四
七
年
)
一
五
八
頁
(
柚

木
馨
・
上
回
徹
一
郎
執
筆
)
な
ど
て
類
推
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。

(
9
)
法
一
五
条
は
、
一
般
債
権
者
の
競
売
申
立
て
が
、
精
算
金
の
支
払
債
務
の
弁
済
前
(
精
算
金
が
な
い
と
き
は
精
算
期
間
の
経
過
前
)
に
な
さ
れ

た
と
き
も
、
仮
登
記
担
保
権
者
の
私
的
実
行
を
覆
す
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
、
こ
の
規
定
の
意
義
は
、
仮
登
記
担
保
権
者
と
後
順
位
担
保
権
者

の
聞
の
精
算
金
の
有
無
・
額
を
め
ぐ
る
争
い
を
解
決
す
る
こ
と
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
。

(
叩
)
法
一
二
条
は
、
後
順
位
担
保
権
者
の
競
売
申
立
て
の
権
能
を
保
障
す
る
た
め
、
精
算
期
間
内
は
、
被
担
保
債
権
の
弁
済
期
の
到
来
前
で
あ
っ
て

も
、
競
売
の
申
立
て
を
認
め
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
、
目
的
物
の
第
三
取
得
者
に
対
す
る
民
法
三
八
一
条
の
通
知
は
不
要
と
さ
れ
て

い
る
(
参
事
官
室
編
・
前
掲
書
一
四
一
頁
以
下
)
。

(
日
)
た
だ
し
、
後
順
位
の
仮
登
記
担
保
権
者
は
、
仮
登
記
担
保
権
そ
れ
自
体
に
も
と
づ
い
て
は
、
競
売
の
申
立
て
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
法

論
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仮登記担保法における通知の意義

一
二
条
が
、
後
順
位
の
仮
登
記
担
保
権
者
を
除
外
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
し
、
立
法
者
も
そ
う
解
し
て
い
る
(
参
事
官
室
編
・
前
掲
書
一

三
八
頁
)
。

(
ロ
)
後
順
位
担
保
権
者
が
、
精
算
金
請
求
権
を
差
し
押
さ
え
、
そ
れ
を
維
持
し
た
ま
ま
で
、
目
的
物
の
競
売
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
あ

る
い
は
、
逆
に
、
後
順
位
担
保
権
者
が
、
競
売
を
申
し
立
て
た
後
に
、
こ
れ
を
取
り
下
げ
な
い
ま
ま
で
、
精
算
金
請
求
権
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
制
限
的
肯
定
説
、
否
定
説
、
肯
定
説
が
対
立
し
て
い
る
。
立
法
担
当
者
は
、
制
限
的
肯
定
説
で
、
後
順
位
担

保
権
者
が
精
算
金
請
求
権
を
差
し
押
さ
え
た
こ
と
は
、
精
算
金
の
見
積
額
に
不
満
の
な
い
こ
と
の
表
明
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
他
方
で
競
売
の
申
立

て
を
す
る
の
は
自
己
矛
盾
で
あ
り
、
か
か
る
窓
意
を
許
す
こ
と
は
仮
登
記
担
保
権
者
の
利
益
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
精
算
期
間
内
は

精
算
金
請
求
権
を
差
し
押
さ
え
た
後
順
位
担
保
権
者
は
、
競
売
の
申
立
て
が
で
き
な
い
と
す
る
が
、
精
算
期
間
経
過
後
は
、
仮
登
記
担
保
権
者
に

供
託
の
義
務
が
生
じ
る
わ
け
で
も
な
く
、
精
算
金
の
支
払
い
債
務
と
目
的
物
の
所
有
権
移
転
の
登
記
な
ど
と
が
引
換
給
付
の
関
係
に
た
つ
の
で
、

必
ず
し
も
精
算
金
請
求
権
に
対
し
て
容
易
か
つ
確
実
に
権
利
行
使
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
競
売
の
申
立
て
を
認
め
る
(
参
事
官

室
編
・
前
掲
書
一
三
六
貰
以
下
、
同
旨
、
石
川
明
「
仮
登
記
担
保
権
者
と
競
売
」
『

F
g司
ω
n
F
C
C
-
』
二
号
(
昭
和
五
三
年
)
二
三
頁
以
下
)
。
鈴
木

教
授
は
、
否
定
説
に
た
た
れ
、
最
一
小
判
昭
和
五

O
年
三
月
六
日
民
集
二
九
号
二

O
三
頁
を
援
用
さ
れ
、
後
順
位
担
保
権
者
は
、
仮
登
記
担
保
権

者
に
対
し
て
有
す
る
精
算
金
を
取
り
立
て
る
権
利
に
も
と
づ
い
て
、
仮
登
記
担
保
権
者
の
債
務
者
に
対
す
る
移
転
登
記
請
求
権
な
ど
を
代
位
行
使

で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
仮
登
記
担
保
権
者
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
失
わ
れ
、
後
順
位
担
保
権
者
は
仮
登
記
担
保
権
者
か
ら
の
取
立
て
を
な
し
う

る
と
解
す
れ
ば
、
精
算
期
間
経
過
後
も
、
競
売
申
立
て
を
認
め
る
必
要
は
な
い
と
さ
れ
る
(
鈴
木
禄
弥
「
仮
登
記
担
保
法
雑
考
仙
」
『
金
融
法
務
事

情
』
八
八
一
号
(
昭
和
五
四
年
)
三
九
頁
以
下
)
。
中
野
教
授
は
、
肯
定
説
に
た
た
れ
、
か
り
に
そ
の
よ
う
な
代
位
を
認
め
る
と
し
て
も
、
債
務
者

が
任
意
に
応
じ
な
い
場
合
に
は
訴
訟
が
必
要
と
な
り
、
端
的
に
競
売
を
申
し
立
て
る
に
し
か
な
い
な
ど
と
さ
れ
る
(
中
野
貞
一
郎
「
非
典
型
担
保

権
の
私
的
実
行
」
『
新
・
実
務
民
事
訴
訟
講
座
ロ
』
(
日
本
評
論
社
・
昭
和
五
九
年
)
四
三
五
頁
以
下
)
。
石
田
喜
久
男
l
加
藤
一
郎
ほ
か
「
座
談
会
・

仮
登
記
担
保
法
の
諸
問
題
」
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
六
七
五
号
(
昭
和
五
三
年
)
三
九
頁
で
は
、
吉
野
参
事
官
、
新
堂
教
授
も
肯
定
説
に
た
た
れ
る
。
な

お
、
福
永
有
利
「
仮
登
記
担
保
と
執
行
手
続
」
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
不
動
産
物
権
変
動
の
法
理
』
(
有
斐
閣
・
昭
和
五
三
年
)
一
二
三
頁
以
下
参
照
。

(
日
)
大
阪
地
判
昭
和
五
八
年
三
月
二
五
日
判
時
一

O
八
五
号
一

O
四
頁
が
一
審
判
決
で
あ
る
。
原
審
判
決
の
解
説
と
し
て
、
川
口
冨
男
『
季
刊
実
務

民
事
法
』

6
号
(
昭
和
五
九
年
)
二

O
七
頁
が
あ
り
、
上
告
審
判
決
の
解
説
、
評
釈
と
し
て
、
生
熊
長
幸
「
判
例
評
釈
」
『
判
例
評
論
』
三
三
四
号

(
昭
和
六
一
年
)
一
七
三
頁
、
中
田
昭
孝
「
判
例
解
説
L

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
(
昭
和
六
一
年
)
八
六
七
号
八
一
頁
、
吉
原
省
三
「
仮
登
記
担
保
権
の
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説

実
行
と
後
順
位
担
保
権
者
へ
の
通
知
」
『
金
融
法
務
事
情
』
一
一
三
四
号
(
昭
和
六
一
年
)
四
頁
、
鎌
田
薫
「
判
例
解
説
」
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊

最
新
判
例
演
習
室
一
九
八
七
』
(
日
本
評
論
社
・
昭
和
六
二
年
)
一

O
四
頁
、
堀
内
仁
「
判
例
解
説
」
『
手
形
研
究
』
三
九
二
号
(
昭
和
六
一
年
)

五
三
頁
、
新
美
育
文
「
民
法
判
例
レ
ビ
ュ
ー
」
『
判
例
タ
イ
ム
ズ
』
六
二
八
号
(
昭
和
六
二
年
)
八
三
頁
、
竹
内
俊
雄
「
判
例
解
説
」
『
ジ
ュ
リ
ス

ト
(
昭
和
六
一
年
度
重
要
判
例
解
説
)
』
八
八
七
号
(
昭
和
六
二
年
)
六
八
頁
、
石
田
・
前
掲
批
評
(
注
(

8

)

)

五
五
六
頁
が
あ
る
。

(H)
吉
野
衛
「
仮
登
記
担
保
契
約
に
関
す
る
法
律
の
逐
条
解
説
」
『
金
融
法
務
事
情
』
八
六
六
号
(
昭
和
五
三
年
)
三
一
頁
、
参
事
官
室
編
・
前
掲
書

六
O
頁
、
四
五
一
頁
。

(
日
)
(
口
)
川
口
・
前
掲
解
説
二

O
七
頁
。

(
凶
)
鈴
木
禄
弥
「
仮
登
記
担
保
法
雑
考
削
」
『
金
融
法
務
事
情
』
八
七
九
号
(
昭
和
五
四
年
)
一
二
七
頁
。

(
日
)
こ
の
説
は
、
折
衷
説
あ
る
い
は
引
換
給
付
説
と
も
い
わ
れ
る
。

(
四
)
こ
の
説
は
、
消
極
説
あ
る
い
は
競
売
肯
定
説
と
も
い
わ
れ
る
。
な
お
、
不
法
行
為
等
に
も
と
ず
く
損
害
賠
償
請
求
し
か
み
と
め
な
い
説
は
積
極

説
あ
る
い
は
本
登
記
承
諾
説
と
も
い
わ
れ
る
。

(
却
)
鈴
木
・
前
掲
論
文
三
八
頁
。

(
幻
)
新
美
・
前
掲
「
判
例
レ
ビ
ュ
ー
L

八
五
頁
。

(
幻
)
宇
佐
見
隆
男
「
仮
登
記
担
保
法
拾
遺
・
中
」
『
金
融
法
務
事
情
』
八
九
五
号
(
昭
和
五
四
年
)
一
一
一
頁
、
同
旨
、
加
藤
一
郎

1
林
良
平
ほ
か
「
座

談
会
・
銀
行
取
引
に
お
け
る
仮
登
記
担
保
運
用
と
そ
の
問
題
点

ω」
『
金
融
法
務
事
情
』
八
八

O
号
(
昭
和
五
四
年
)
六
頁
の
吉
野
参
事
官
の
発
言
。

も
っ
と
も
、
法
一
五
条
は
、
精
算
金
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
支
払
い
を
基
準
に
権
利
関
係
を
規
整
し
て
い
る
の
で
本
文
の
よ
う
な
立
論
を
展
開
で

き
る
が
、
精
算
金
の
見
積
額
が
な
い
と
債
務
者
に
通
知
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
精
算
期
間
の
経
過
の
み
を
基
準
に
権
利
関
係
を
規
整
し
て
い
る
の

で
、
本
文
に
よ
う
に
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
場
合
は
、
結
局
、
率
直
に
、
精
算
期
間
を
徒
過
し
て
も
例
外
的
に
競
売
請
求
が
で
き
る
と
解
す

る
こ
と
に
な
る
(
宇
佐
見
・
前
掲
論
文
一
二
頁
)
。

(
幻
)
吉
野
・
前
掲
座
談
会
六
頁
(
出
席
者
の
加
藤
教
授
、
竹
下
教
授
も
そ
れ
に
賛
成
)
。

(
M
)
川
口
・
前
掲
解
説
二

O
七
頁
。
こ
の
点
は
、
新
美
助
教
授
の
疑
問
に
対
す
る
回
答
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
お
)
生
熊
・
前
掲
評
釈
一
七
六
頁
。
鈴
木
・
前
掲
論
文
三
九
頁
は
、
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
な
る
と
い
っ
て
も
、
実
際
に
は
、
本
登
記
を
得
た
い
仮
登
記

担
保
権
者
か
ら
後
順
位
担
保
権
者
へ
の
精
算
金
の
支
払
い
が
促
進
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

論
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(
お
)
中
田
・
前
掲
解
説
八
三
頁
。
同
旨
、
生
熊
・
前
掲
評
釈
一
七
六
頁
、
竹
内
・
前
掲
解
説
七

O
頁
、
石
田
・
前
掲
批
評
五
六

O
頁
以
下
。

(
訂
)
旧
法
上
は
、
後
順
位
担
保
権
者
の
行
う
不
動
産
競
売
に
つ
い
て
無
剰
余
取
消
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
が
問
題
が
あ
っ
た
が
、
民
事
執
行
法
に
は
、

民
執
一
八
八
条
、
六
三
条
の
明
文
の
規
定
が
あ
る
の
で
、
先
順
位
の
仮
登
記
担
保
権
に
か
か
わ
る
債
権
を
弁
済
し
て
剰
余
を
生
じ
る
見
込
み
が
な

け
れ
ば
、
競
売
手
続
は
原
則
と
し
て
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
(
福
永
有
利
「
仮
登
記
担
保
と
民
事
執
行
手
続
上
の
問
題
点
」
加
藤
一
郎
l
林

良
平
編
『
担
保
法
大
系
4
』
(
昭
和
六

O
年
)
二
二
四
頁
)
。
と
こ
ろ
で
、
精
算
金
が
な
い
と
通
知
さ
れ
た
後
順
位
担
保
権
者
は
、
競
売
手
続
で
精

算
金
の
有
無
を
客
観
的
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
て
も
、
剰
余
の
見
込
み
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
の
旨
の
通
知
を
受
け
た
の

ち
一
週
間
以
内
に
、
優
先
債
権
等
の
見
込
額
な
ど
を
越
え
る
額
の
保
証
を
積
む
か
、
剰
余
を
生
ず
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
競

売
手
続
は
取
り
消
さ
れ
て
し
ま
う
(
民
執
六
三
条
一
項
)
。
後
順
位
担
保
権
者
が
、
仮
登
記
担
保
権
者
の
も
つ
債
権
の
存
在
を
争
い
、
そ
れ
に
よ
っ

て
剰
余
を
生
ず
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
手
続
の
中
で
証
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
後
順
位
担
保
権

者
に
対
す
る
通
知
の
有
無
に
関
わ
ら
な
い
一
般
的
な
問
題
で
あ
る
(
こ
の
点
に
つ
い
て
の
、
旧
法
上
の
解
釈
的
提
案
に
つ
い
て
、
中
野
貞
一
郎
「
仮

登
記
担
保
法
に
お
け
る
競
売
優
先
の
原
則
」
『
判
例
タ
イ
ム
ズ
』
三
八
一
号
(
昭
和
五
四
年
)
一

O
頁
参
照
)
。

(
却
)
こ
の
点
で
、
同
の
判
例
の
事
案
で
、

X
の
主
張
の
と
お
り
だ
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
巴
の
申
し
立
て
た
競
売
手
続
が
長
期
に
わ
た
っ
て
無
剰
余
で
取

り
消
さ
れ
て
い
な
い
の
か
理
由
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。
大
阪
地
判
昭
和
六
二
年
二
月
一
八
日
判
時
一
二
四
四
号
一

O
三
頁
は
、
同
じ
事
件
で

X
が

再
度
も
を
訴
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
今
度
は
本
登
記
承
諾
請
求
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
判
決
に
よ
る
と
も
の
申
立
て
に
か
か
わ
る
競
売

手
続
は
無
剰
余
に
よ
り
昭
和
六

O
年
一
一
月
二
七
日
に
取
消
決
定
が
な
さ
れ
、
そ
れ
が
確
定
し
て
い
る
。

(
却
)
宇
佐
見
・
前
掲
論
文
一
二
頁
。

(
却
)
注
(
却
)
の
大
阪
地
裁
の
判
決
も
同
旨
で
あ
る
。

(
幻
)
参
事
官
室
編
・
前
掲
書
五
九
頁
。

(
勾
)
宇
佐
見
・
前
掲
論
文
一
二
頁
。

(
お
)
吉
原
・
前
掲
論
文
五
一
貝
も
、
法
五
条
一
項
の
通
知
だ
け
の
や
り
直
し
を
認
め
、
通
知
後
二
カ
月
以
内
の
相
当
期
間
が
経
過
す
れ
ば
、

保
権
者
は
、
所
有
権
の
取
得
を
対
抗
で
き
る
と
す
る
。

(
担
)
参
事
官
室
編
・
前
掲
書
六
一
頁
。

(
お
)
鈴
木
・
前
掲
論
文
三
七
頁
。

仮登記担保法における通知の意義

仮
登
記
担
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説

(
お
)
現
行
法
で
は
民
事
執
行
規
則
一
三
三
条
二
項
が
こ
れ
に
対
応
す
る
。

(
幻
)
鈴
木
・
前
掲
論
文
三
八
頁
。

(
お
)
鈴
木
・
前
掲
論
文
三
七
頁
。

(
却
)
詐
欺
、
錯
誤
を
理
由
と
す
る
通
知
の
親
庇
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
参
事
官
室
編
・
前
掲
書
九
五
頁
参
照
。

(ω)
参
事
官
室
編
・
前
掲
書
一
八
七
頁
。
こ
れ
ら
の
説
の
詳
細
と
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
中
野
・
前
掲
論
文
(
注
(
臼
)
)
四
三
七
頁
以
下
、

加
藤
l
林
ほ
か
「
前
掲
座
談
会
凶
」
『
金
融
法
務
事
情
』
八
八
二
号
五
頁
以
下
参
照
。

(
“
)
鈴
木
禄
弥
「
仮
登
記
担
保
法
雑
考

ωL
『
金
融
法
務
事
情
』
八
七
一
号
(
昭
和
五
三
年
)
一
九
頁
。

(
必
)
参
事
官
室
編
・
前
掲
書
五
五
頁
。
糠
除
権
者
に
対
す
る
抵
当
権
の
実
行
通
知
に
関
す
る
民
法
三
八
一
条
の
規
定
に
な
ら
っ
た
も
の
と
の
こ
と
で

あ
る
。

(
時
)
参
事
官
室
編
・
前
掲
書
六
四
頁
以
下
。

(
H
H
)

鈴
木
・
前
掲
論
文
一
九
頁
。

(
品
)
第
三
取
得
者
が
、
債
務
者
に
対
す
る
法
二
条
一
項
の
通
知
の
存
在
を
知
る
な
ど
、
代
位
弁
済
の
機
会
を
事
実
上
も
っ
た
が
、
そ
れ
を
行
使
し
な

か
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
場
合
は
、
通
知
の
不
存
在
を
理
由
に
、
後
に
な
っ
て
代
位
弁
済
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

主A
員同

お
よ
び
、

四

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
、
仮
登
記
担
保
法
に
お
け
る
通
知
の
意
義
を
、
主
と
し
て
、
そ
れ
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
の
効
果
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
。

文
献
の
渉
猟
、

は
な
は
だ
不
十
分
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
検
討
の
結

お
よ
び
、
学
説
を
ふ
ま
え
た
問
題
点
の
分
析
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、

果
を
ま
と
め
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

法
二
条
一
項
の
通
知
の
違
背
に
つ
い
て
は
、
仮
登
記
担
保
権
の
私
的
実
行
手
続
の
基
本
が
欠
け
る
た
め
、
仮
登
記
担
保
権
者
へ
の
担
保
目

的
物
の
所
有
権
移
転
の
効
果
を
生
じ
さ
せ
な
い
。
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法
五
条
一
項
の
通
知
の
違
背
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
欠
け
て
い
る
と
き
に
は
、
精
算
期
間
が
経
過
し
、
精
算
金
が
債
務
者
に
支
払
わ
れ
た

と
き
で
も
、
後
順
位
担
保
権
者
は
、
精
算
金
請
求
権
へ
の
差
押
え
が
で
き
る
し
、
ま
た
、
競
売
申
立
て
も
で
き
る
。
通
知
の
内
容
が
、
法
二

条
一
項
の
通
知
と
異
な
る
と
き
に
は
、
仮
登
記
担
保
権
者
は
、
後
順
位
担
保
権
者
へ
の
通
知
内
容
に
拘
束
さ
れ
る
。
法
五
条
二
項
の
通
知
の

違
背
に
つ
い
て
は
、
そ
の
こ
と
が
、
目
的
物
の
第
三
取
得
者
の
代
位
弁
済
の
機
会
を
実
質
的
に
奪
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
場
合
は
、
第
三
取
得

者
は
、
仮
登
記
担
保
権
者
へ
の
目
的
物
の
所
有
権
の
移
転
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
余
地
が
あ
る
。

こ
の
要
約
を
結
び
に
か
え
て
、
本
稿
を
終
わ
る
こ
と
と
す
る
。

仮登記担保法における通知の意義
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Some Observations on the “N otice" Requirement in the 

“'Karitokitanρokeiyaku ni初nsuruHoritsu" (Law Regulating Pro-

visionally Registered Mortgages) 

Susumu T AKAMI* 

]apanese law provides that a creditor may secure a loan through a mortgage 

on real property. From a creditor's point of view， however， the problem with using 

the conventional mortgage is delay， since an auction sale is required. This takes 

many years to accomplish if there is resistance by any of those affected. 

In order to circumvent these problems， creditors began to have their debtors 

enter into advance agreements to transfer tit1e to the real property to the creditor 

in the event of the the debtor's default. Under this arrangement， transfer of tit1e is 

provisionally registered (“'Karit，δわ")in advance. Apart from simplicity and speed， 

this method also allows the creditor， by taking tit1e， to benefit from any interim 

appreciation of property values， which happens frequent1y under the prevailing 

conditions in the ]apanese real estate market. At the same time， however， these 

advantages for the creditor were problematic for debtors and junior creditors， who 

lost their procedural rights under the auction sale system， as well as the benefit of 

appreciation in the value of the property. Many cases were brought to the courts， 

which examined the validity and scope of these agreements. Adopting the substan-

tive principles developed in these cases， the “'Karitokitanρokeiyaku ni kansuru 

Horitsu" (Law Regulating Provisionally Registered Mortgages) was enacted in 

1978 to regulate these agreements. 

This article discusses the notice requirement in the Law Regulating Provision-

ally Registered Mortgages. Under section 2a， the creditor must give notice to any 

debtor. If the debtor， once so notified， remains in defauIt， the creditor takes tit1e 

to the property subject to the debtor's right to redeem， which must be exercised 

within two months. If the value of the property exceeds the debt， the creditor must 

pay the excess to the debtor. 

If， however， the creditor fails to provide notice to the debtor as required by 

section 2a， the transfer of titIe to the creditor does not occur. This is because the 

drafters regarded this notice as a fundamental to requirement assure the fairness 
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of transfer of title pursuant to this type of contract. 

Section 5 requires that substantially the same notice must be sent to additional 

parties. Under section 5a， the creditor must also give notice to any junior creditors 

who held registered liens when the creditor gave notice to the debtor. If the 

creditor fails to provide this notice， a junior creditor can seize any excess that the 

creditor paid to the debtor. In addition， the junior creditor can force a sale by 

auction， even if the excess money has been paid to the debtor， or even if there is 

no excess money and the redemption period has passed (cf. section 15， which 

regulates junior creditors' rights in other respects). 

Under section 5b， the creditor must give notice to others. The most typical 

case arises if the debtor， after entering into the provisionally registered mortgage， 

sells the property to a third party who then registers title. In such a case， the 

creditor must give notice to the third party， in order to give that third party the 

opportunity to pay the debt on the debtor's behalf. When a creditor neglects to give 

this notice， the third party purchaser can void the transfer to title to the creditor， 

if the failure to provide notice substantially deprived the purchaser of this opportu-

nity to pay the debt and the creditor knew this. 
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